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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
〇全国平均を上回っている→握力、20ｍシャトル

ラン 

〇全国平均とほぼ同程度であるがやや上回って

いる。→ソフトボール投げ 

〇全国平均を下回っている 

→立ち幅跳び、50ｍ走、反復横跳び 
〇学校の敷地内に林があるため、休み時間等で外に出

て遊ぶ児童が多いことから 20ｍシャトルランが全

国平均より上回ったのではないかと考える。 

〇冬期間は雪遊びに集中する傾向があり、体育館で遊

ぶ児童が少なくなってしまう。そのため、瞬発力が

鍛えられる鬼ごっこ等の遊びが、減少し、50ｍ走が

全国平均を下回ってしまったのではないかと考え

る。 

 
〇全国平均を上回っている→握力、反復横跳び、

20ｍシャトルラン 

〇全国平均とほぼ同程度であるがやや上回って

いる。→立ち幅跳び、ソフトボール投げ 

〇全国平均を下回っている 

→50ｍ走、上体起こし 

 〇運動・スポーツが好き、やや好き 

男子：100％（全国 93.5％） 

女子：100％（全国 85.8％） 

〇体育の授業を除く総運動時間が 60分未満 

男子：25％（全国 9.8％） 

女子：25％（全国 17.3％） 

〇総運動時間が 60 分未満の児童が全国平均より高

く、バス通学により放課後の時間が制約されることに

加え、放課後の習い事をしている児童が多いからでは

ないかと考える。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

  ・保護者アンケート（１１月実施）等において、本校の「健やかな体」の育成に関わる取組について評価・ご意見をいただき、改善につなげる。 

具体的な

取組 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校体育「学校林走」 各教科等の内容を関連付けた

健康教育の推進 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 

駒岡の自然でいっぱい遊ぼう！

「駒岡みどりの日」 

・毎週木曜日の中休みを「駒岡みどりの日」

と設定しており、全員外に出ることを原則と

している。また、40分と長い時間を設定す

ることでたくさんの遊ぶ機会を得ている。 

・全校児童が少人数のメリットを生か

して体育の学習の中で「学校林走」を

設け、時間内で何周走れるか全校で行

っている。またタイムトライアルとい

うマラソン記録会も行い、児童のやる

気を引き出している。 

大学生のサポート等による 

体育教育の推進 

・東海大学札幌校との連携による学習

サポート等の取組により、子ども一人

一人への体力向上を目指した指導の充

実を図る。 

冬も運動に親しもう！ 

スノーフェスティバル 

・１～２月に歩くスキーや異学年が集まった

グループで遊ぶ行事を行うことで、友達と楽

しみながら冬も運動に親しむ機会を増やして

いる。 

・保健・家庭科の学習を中心に、健康につ

いて学習指導内容を見直し、実践する。 

・薬物乱用防止教室等の外部講師と連携し

ながら健康教育の充実を図る。 

食についての指導の充実 

・栄養教諭による食指導を全学年実施す

る。 

・落ち葉を活用した学校農園の腐葉土づく

り等、食と環境を結び付けた活動を実施す

る。 

 


